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出版の趣旨

• 日本三大清流に数えられる長良川は、本州の大河で唯
一本流にダムと堰のない川と言われ、山・川・海の連
続した生物圏の上に豊かな水文化が育まれてきた。

• アユをはじめ海と川を回遊する生き物、汽水域で生活
する生き物は長良川の大切な恵みであり、川の生物圏
の連続性、持続可能性の指標だが、河口堰はその営み
を分断した。

• 2015年、長良川の天然アユは岐阜市で準絶滅危惧種に
指定(後に削除)、「清流長良川の鮎」が世界農業遺産
に認定された。

• 本書は、生物多様性の喪失が地球の限界を超えている
時代に、川の生物圏を再生し、社会や経済の基盤とし
て復権させ、川と人の関係を結びなおす可能性を探る。



経緯
• 愛知県長良川河口堰
最適運用検討委員会
とは別の企画

• 執筆者は、委員会委
員、連続講座の講師、
第38回岐阜シンポジ
ウム（2022年3月21
日）登壇者などから、
適任と考えた方に依
頼した。

• 専門書ではなく読み
物、想定読者は高校
生以上



全体構成

1. 長良川の恵みとなりわい今昔

2. 長良川のアユと生態系に起きているこ

と

3. 再び、いのち幸ふ川へ

－ 河口堰という試金石

4. 河口堰の最適運用に向けて

さきわ う



2015年10月31日
第1回「清流長良
川流域の生き物・
生活・産業」連続
講座の記録をもと
に編集
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